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妊娠SOS相談窓口の運営

2022年4月1日～2023年3月31日



公益社団法人群馬県助産師会の紹介

住所：前橋市六供町
会員数：117人
設立年月日：昭和30年10月5日
事業内容：１．母子保健に関わる事業

２．いのちの大切さ助産師出前講座事業

1階 群馬県助産師会事務所
2階 すずの音助産院



群馬県助産師会の相談事業の経緯

1998年「地域母子支援センター電話相談」開始

2014年～県委託「子育て・女性健康支援センター」

2019年までに 12,547件の電話相談実績

2019年～県委託「ぐんま妊娠（にんしん）SOS・

妊娠SOSサポート事業」

電話・メール相談・サポート事業

2020年10月～日本財団助成事業「妊娠SOS相談窓口の拡充」

2021年～県委託

「ぐんま女性の健康・妊娠SOSセンター事業」

電話・SNS（LINE)相談・サポート事業

2022年4月～日本財団助成事業「妊娠SOS相談窓口の運営」



１

１）相談支援窓口の運営および付き添い支援

(1)メール相談 365日受付 毎日返信 18時～22時

(2)SNS（LINE）相談 365日受付

返信（月・水・金・土）18時～21時（祝日・12/29～1/3は除く）

(3)電話相談 （月・水・金・土）18時～21時

（火・木）13時～16時 月～土とも祝日・12/29～1/3は除く）

(4)付き添い支援

相談者のうち、特定妊婦と思われるものに対し、

面談、医療機関、関係機関等への同行支援・連絡調整等を行う

緊急一時的な避難場所の確保

＊ぐんま妊娠SOSでは相談員10名で対応しています

１.令和4年度事業実績



令和4年度相談件数実績
令和4年4月～令和5年3月

メール相談

電話相談

SNS
（ライン）
相談

サポート
付き添い
支援

計夜
(月、水、
金、土）

昼
（火、木）

178 118 28 278 28 630



事業広報用ポスター



広報用カード

名刺サイズ 表→

裏↓



【メール相談月別実績】

令和４年４月1日～令和５年3月31日
＊相談日程（365日受付、毎日返信対応） （単位 件）

平日

土・日
曜
日、
祝日

計 女 男

４月 30 11 4 15 13 2 8 9 2 0 0 2 2 15 14 0 0 0 0 1 15

５月 31 13 7 20 20 0 11 6 0 0 12 0 2 20 19 0 0 0 0 1 20

６月 30 21 5 26 26 0 11 15 6 0 2 0 3 26 23 0 0 0 0 2 25

７月 31 9 7 16 13 3 14 7 3 0 2 0 4 16 16 0 0 1 0 3 20

８月 31 13 1 14 14 0 10 6 6 0 1 0 0 13 13 0 0 0 0 2 15

９月 30 7 4 11 7 4 11 5 2 1 2 0 3 13 11 0 0 0 0 1 12

１０月 31 8 6 14 14 0 11 9 4 0 3 0 1 17 14 0 0 0 0 1 15

１１月 30 7 8 15 13 2 12 6 1 0 1 0 7 15 15 0 0 0 0 0 15

１２月 31 3 3 6 6 0 5 4 0 0 2 0 0 6 6 0 0 0 0 0 6

１月 31 16 4 20 20 0 10 3 10 1 4 0 2 20 20 0 0 1 0 2 23

２月 28 1 2 3 3 0 3 3 0 0 0 0 0 3 3 0 0 0 0 0 3

３月 31 12 6 18 15 2 11 3 3 2 6 0 4 18 18 0 0 0 0 6 24

121 57 178 164 13 117 76 37 4 35 2 28 182 172 0 0 2 0 19 193

そ
の
他

相談内容　内訳

相
談
内
容
延
べ
件
数

相談対応

相
談
対
応
延
べ
件
数

妊
娠
・
避
妊

思
い
が
け
な
い
妊
娠

出
産

中
絶

子
の
養
育

そ
の
他

傾
聴
・
助
言

面
接
相
談

医
療
機
関
受
診
同
行

他
機
関
へ
の
連
絡

他
機
関
へ
の
同
行
支
援

メ
ー

ル
相
談
者
実
人
数

月

メ
ー

ル
相
談
受
付
日
数

メ
ー

ル
相
談
件
数

メ
ー

ル
相
談
性
別



【メール相談者年齢区分別実績】

平日
土・日
曜日、
祝日

計 女 男

１４歳以下（中学生） 0 0 0 0 0 0

１５～１７歳（高校生） 10 12 22 21 1 16 19 1 2 22 22 22

１８～１９歳 12 10 22 19 3 21 15 3 1 3 22 21 1 2 24

２０～２９歳 68 26 94 90 4 53 38 24 2 22 2 9 97 90 1 12 103

３０～３９歳 28 9 37 32 5 24 3 10 2 9 14 38 36 5 41

４０～４９歳 3 0 3 2 0 3 1 2 3 3 3

５０歳以上 0 0 0 0 0 0

19 193182 172 0 2 0

そ
の
他

合計 365 121 57 178 0164 13 117 76 37 4 35 2 28

相
談
者
実
人
数

相
談
内
容
延
べ
件
数

相談対応

相
談
対
応
延
べ
件
数

妊
娠
・
避
妊

思
い
が
け
な
い
妊
娠

出
産

中
絶

子
の
養
育

そ
の
他

傾
聴
・
助
言

相談内容　内訳

面
接
相
談

医
療
機
関
受
診
同
行

他
機
関
へ
の
連
絡

他
機
関
へ
の
同
行
支
援

年
齢
区
分

メ
ー

ル
相
談
受
付
日
数

メ
ー

ル
相
談
件
数

男
女
別

令和４年４月1日～令和５年3月31日
（単位 件）



【電話相談月別実績】

火曜日
木曜
日

計 女性 男性 不明

４月 8 1 2 3 2 1 2 1 3 3 3

５月 7 2 2 2 2 2 2 2

６月 9 1 1 1 1 1 1 1

７月 8 2 2 4 3 1 3 2 5 2 2 4

８月 8 1 1 2 2 1 1 2 1 1 2

９月 9 1 1 2 2 2 2 2 2

１０月 8 1 2 3 2 1 2 1 3 3 3

１１月 8 2 1 3 2 1 1 2 3 2 1 3

１２月 8 2 2 4 2 2 0 2 1 1 4 3 1 4

１月 8 0 1 1 0 1 0 1 1 1 1

２月 7 1 1 2 2 0 0 1 1 1 3 2 2

３月 8 0 1 1 1 0 0 1 1 1 1

月

電
話
相
談
実
施
日
数

電
話
相
談
件
数

性
別

相
談
内
容
延
べ
件
数

妊
娠
・
避
妊

思
い
が
け
な
い
妊
娠

21 1 14 5

健
康
問
題

出
産

中
絶

106合計 96 11 17 28 9 30

相談内容　内訳 相談対応

傾
聴
・
助
言

面
接
相
談
の
約
束

医
療
機
関
受
診
同
行

の
約
束

他
機
関
へ
の
連
絡

0 1

そ
の
他

子
の
養
育

28

他
機
関
へ
の
同
行
支
援

の
約
束

そ
の
他

23 0 0 3 0 2

相
談
対
応
延
べ
件
数

令和４年４月1日～令和５年3月31日
＊相談日程（火曜日・木曜日：13:00～16:00） （単位 件）



【電話相談者年齢区分別実績】

火曜日
木曜
日

計 女性 男性

１４歳以下 0 0 0

１５～１７歳 1 1 2 2 2 2 2 2

１８～１９歳 1 1 1 1 1 1 1

２０～２９歳 3 6 9 8 1 5 3 2 10 6 3 9

３０～３９歳 1 4 5 5 1 2 1 1 1 6 5 5

４０～４９歳 2 2 1 1 2 2 2 2

５０歳以上 1 1 2 2 1 1 2 2 2

その他（年齢不詳） 5 2 7 4 2 1 4 3 7 5 2 7

合計 0 11 17 28 21 4 3 14 5 0 1 0 1 9 30 23 0 0 3 0 2 28

面
接
相
談
の
約
束

医
療
機
関
受
診
同
行

の
約
束

他
機
関
へ
の
連
絡

他
機
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支
援

の
約
束

そ
の
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相談対応

相
談
対
応
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数

妊
娠
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避
妊
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が
け
な
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妊
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出
産

中
絶

子
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育

健
康
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そ
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傾
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年
齢
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分

電
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談
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数

電
話
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談
件
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性
別

相談内容　内訳

相
談
内
容
延
べ
件
数

令和４年４月1日～令和５年3月31日
＊相談日程（火曜日・木曜日：13:00～16:00） （単位 件）



【電話相談者年齢】

令和４年４月1日～令和５年3月31日

年令 4・5・6月 7・8・9月10・11・12月 1・2・3月 合計 年令 4・5・6月 7・8・9月10・11・12月1・2・3月 合計

14歳 0 30歳 1 1 2 4
15 1 1 31 0
16 1 1 32 0
17 0 33 1 1
18 0 34 0
19 1 1 35 0
20 3 3 36 0
21 2 2 37 0
22 1 1 38 0
23 1 1 39 0

24 0 40 1 1
25 0 41 0
26 2 2 42 0
27 0 43 0
28 0 44 1 1

29 0 50以上 2 2
不明 2 1 3 1 7
計 6 8 10 4 28



【ぐんま女性の健康・妊娠SOS相談センター事業 電話相談年齢区分別実績】
令和４年４月1日～令和５年3月31日

＊相談日程（月曜日・水曜日・金曜日・土曜日 18：00～21：00） （単位 件）

相談内容　内訳(重複あり）

月曜日水曜日金曜日土曜日 計
思
春
期

婦
人
科
疾
患

性
感
染
症

更
年
期
症
状

メ
ン
タ
ル
不
調

そ
の
他

予
期
し
な
い
妊
娠

人
工
妊
娠
中
絶

特
定
妊
婦
疑
い

里
親
制
度
利
用

妊
娠
不
安

性
被
害

そ
の
他

14歳以下 0

１５～17歳 1 1 2 4 2 2 2 2

１８～19歳 1 2 2 5 5 1 3 1

２０～29歳 6 6 3 5 20 4 4 16 3 2 9 2

３０～39歳 5 2 4 1 12 1 1 11 1 1 9

４０～49歳 1 2 1 1 5 1 1 4 1 1 1 1

50～59歳 1 1 1 1

60歳以上 1 1 2 1 1 1 1

不明 12 17 21 19 69 53 53 16 1 1 2 6 6

電話相談延べ件数

　

　　　　　　件数、内容

年令区分

0 0 204 23合計 26 29 33 30 118 62 2 1

相
談
実
件
数

相談内容　内訳(重複あり）

相
談
実
件
数

女性の健康 妊娠SOS

0 0 0 59 56 3 6



【ぐんま女性の健康・妊娠SOS相談センター事業 SNS相談年齢別区分別実績】

令和４年４月1日～令和５年3月31日
＊相談日程 365日受付（対応月曜日・水曜日・金曜日・土曜日 18：00～21：00）

（単位 件）

相談内容　内訳(重複あり）

思
春
期

婦
人
科
疾
患

性
感
染
症

更
年
期
症
状

メ
ン
タ
ル
不
調

そ
の
他

予
期
し
な
い
妊
娠

人
工
妊
娠
中
絶

特
定
妊
婦
疑
い

里
親
制
度
利
用

妊
娠
不
安

性
被
害

そ
の
他

14歳以下 7 1 1 6 1 4 1

１５～17歳 39 0 39 3 2 1 15 1 17

１８～19歳 43 0 43 3 24 1 15

２０～29歳 117 6 2 1 3 11 15 16 1 29 50 5

３０～39歳 65 18 11 7 47 6 8 1 6 26 3

４０～49歳 13 9 1 8 4 4

50～59歳 4 1 1 3 3

不明・答えたくない 5 0 5 4 1

301 35 0 1 2 1 12 19 258 29 29 3 0 78 2 117 8

女性の健康 妊娠SOS　

　　　　　　件数、内容

年令区分

　
ｃ
.
ど
ち
ら
か
不
明

b
.

相
談
実
件
数

a
.

相
談
実
件
数

実
件
数
※
１

相談内容　内訳(重複あり）



【サポート（付き添い支援）事業月別実績】

４月 0

５月 1 3 5 2 1 5 1 1 7

６月 1 1 1 1

７月 0 5 8 3 2 1 7 2 8

８月 1 3 5 3 1 2 1 8

９月 1 1 1 1 1 1 1 6

10月 0

11月 0 1 1 1 1 1 1

12月 0

１月 1 4 4 1 1 1 2 1 1 1 1 5 4

２月 0 1 1 1 1 1

３月 0 2 2 1 1 1 6 2

緊
急
一
時
避
難

対応内訳（重複あり）

そ
の
他

62 4

他
機
関
へ
の

連
絡

来
所
相
談

出
向
い
て
の
相
談

ケ
ー

ス
カ
ン
フ

ァ

レ
ン
ス
参
加

3

他
機
関
同
行

受
診
同
行

43 0

里
親
制
度
利
用
※
２

妊
娠
不
安

※
３

3 1 0201021 28 6 2合計 4

予
期
し
な
い
妊
娠

人
口
妊
娠
中
絶

特
定
妊
婦
※
１

月

来
所
・
受
診
同
行

実
施
日
数

相談内容　内訳（重複あり）

2 1

相
談
者
実
件
数

相
談
者
延
べ
件
数

暴
力
被
害

そ
の
他

令和４年４月1日～令和５年3月31日
（単位 件）



14歳以下 0 0

１５～17歳 2 2 1 2 2 1 2

１８～19歳 4 6 5 3 2 1 3 1 4 2

２０～29歳 6 9 3 2 1 1 1 4 2 1 1 17 4

３０～39歳 3 11 1 1 11 1 1 1 20

４０～49歳 0 0

50～59歳 0 0

60歳以上 0 0

緊
急
一
時
避
難

そ
の
他

2 20 1 0 3 43 0 63 2

妊
娠
不
安

3

出
向
い
て
の
相
談

ケ
ー

ス
カ
ン
フ

ァ

レ
ン
ス
参
加

他
機
関
へ
の
連
絡

合計 10 2 6 115 28

受
診
同
行

　

　　　　件数、
            内容

年齢区分

相
談
者
実
件
数

相
談
者
延
べ
件
数

相談内容　内訳（重複あり） 対応内訳（重複あり）

予
期
し
な
い
妊
娠

人
口
妊
娠
中
絶

特
定
妊
婦

里
親
制
度
利
用

暴
力
被
害

そ
の
他

来
所
相
談

他
機
関
同
行

【サポート（付き添い支援）事業年齢区分別実績】

令和４年４月1日～令和５年3月31日
（単位 件）



２）相談支援体制の強化

(1)外部研修受講
「相談支援員の養成講座」（ﾋﾟｯｺﾗｰﾚ） 2名参加 2022年9月17日研修Aプログラム

10月1日・10月16日研修Bプログラム
埼玉県特別養子縁組推進事業報告会 5/25・思春期保健勉強会 8/4
特別養子縁組に関する研修 日本財団主催 10/27・セーブ群馬研修会 2/8
グリーフケアネットワークぐんま 3/29

(2) 研修会開催（医療従事者・医療ソーシャルワーカー・相談支援専門員等）
①「予期しない妊娠への相談対応研修 パート１基礎編」2022年12月16日 参加者66名
②「予期しない妊娠への相談対応研修 パート2アドバンス編」2022年12月17日 参加者33名
③「ピルについて学ぼう」ピルの基礎から相談対応に役立つ知識を習得2/18 参加者22名
④自殺防止におけるゲートキーパーについて6/21 参加者17名

(3)事例検討会 35件事例検討
①相談員間での事例検討 4/12・5/17・6/21・7/12・8/9・9/20・10/18・11/8・12/13
②合同事例検討会（2回）6/4・9/20

(4)全国妊娠SOSネットワークよるコンサルテーションの事例検討 19件事例検討
4/22・6/3・7/15・9/30・11/25・1/13・2/17

(5)キントーン導入 8月より準備 3月より実施
初めての方向けのキントーンセミナー受講 使用実施の訓練 打合せ



研修会の開催・相談員スキルアップ

●
予
期
し
な
い
妊
娠
へ
の
相
談
対
応

研
修
会
開
催

基
礎
編
・
ア
ド
バ
ン
ス
編



●ゲートキーパー研修会開催

●「ピルについて学ぼう！」研修会開催



３）居場所のない妊婦へ一時宿泊場所の提供

すずの音助産院 休養場所⤴

←相談スペース

群馬県助産師会立すずの音助産院及び群馬県内開業助産所（3カ所）に
相談スペース、休養場所を確保したが、該当する相談者はいなかった。
（宿泊場所については、ホテル使用の予定であった。）



(1)相談件数 600件以上目標
総相談件数 630件であった

(2)相談支援体制の強化について

・相談窓口を使用して良かったという相談者の反応の増加
「相談者から群馬SOSに頂いたメッセージ」として後半に掲載

・相談者間での事例検討数の増加
54件事例検討することができた

・新人相談員の育成 ３名できた

・関連機関による研修会への参加
6研修会に延19名の相談員が参加

研修会タイトルは
事業実績の「相談支援体制の強化」に掲載

２．事業目標の達成状況



・連携施設の増加 30施設以上あった

他機関との連携：相談内容の複雑さに伴い行政や病院、保健センターなどへの

連絡調整も増加

群馬県内 ・保健センターとの連携 5カ所

・児童相談所との連携

・県内病院関係との連携 9カ所

県外 関東地方 連携もあった

他団体視察を実施

妊娠SOS愛知6/24、ライフホープネットワーク6/29、鮫島ボンディング7/19

桐生女性支援グループいぶき9/1、のぞみの家9/15、虹ヶ丘園9/26

全国妊娠ネットワーク東日本情報交換会in三重1/27

以下電話にて情報収集

群馬県仏教保護会、高崎市あすなろ寮、NPO法人ひこばえ、前橋保護観察所

群馬県女性相談センター、三山寮



・相談対応の自己評価C評価「対応が不十分であった」が10％以下目標

7% 6% 8% 7%0%

20%

40%

60%

80%

100%

メール 電話 LINE 全体

自己評価相談ツール別

C評価 B評価 A評価 S評価

メール相談、電話相談、ライン相談ともC
評価は６～8％で目標は達成できた。
ライン相談のS評価は15％と最も高かった。

　　相談対応自己評価表 　ランク

　S:充実した対応が出来た

　A:対応できた

　B:概ね対応できた

　C:対応が不十分だった

相談日
相談者

名
メール電話 ライン 理由など アクション



人工妊娠中絶を受けた後の後悔・自責の念に苦しむ女性
体は全然辛くないのに、心がとっても辛くて、でも、こうして聞いて頂ける窓口があってよ
かったです。本当にありがとうございました。相談する前より辛い気持ちは少し薄れた気がし
ます。今日は早く寝て、体もちゃんと休めようと思います。時間過ぎてしまってすみません。

人工妊娠中絶後の２０代女性９６回のメッセージの交換（１時間４３分間対応）
「生きていたくない」という言葉から相談が始まったが、最後には、「感謝していま
す。少し落ち着きました。ありがとうございました。」

●相談者から群馬SOSに頂いたメッセージ

5人目の妊娠がわかったが、その頃に夫の浮気が発覚し塞ぎ込む生活。コロナ禍で収入が減り未受診。
もう胎動も感じる。この状況で受け入れてくれる産院があるか？何からしていいのかわからない。と
いう相談 相談日ではなかったが急なケースと判断し対応する。
本人の了解を得て地域の保健師さんにつなぐ約束をする。
「ありがとうございました。とても気持ちが楽になりました。」

2児のいる女性
産もうか迷っている。夫も同じ思い。出産の不安、中絶も視野に考えているとの相
談に気持を傾聴し、情報提供し後悔されない結論を選ばれることを願っています。
と答える。 「うれしい、産みたい気持ちが受け入れられない自分の身勝手さに呆
然とします。ですが、相談して救われました。」

妊娠不安の相談 女性
「ありがとうございます。今回丁寧に対応していただき、とても助かりました。また
何かあったら頼ってしまうかもしれませんが、宜しくお願いいたします。」



●妊娠SOSに特化したホームページを活用

ぐんま妊娠SOS https://gunma-ninshin-sos.com/

・家族に知られ
たくない妊娠

・妊娠を告げた途端に
パートナーが逃げてしま
い途方に暮れる女性

・家族関係・親子関係に
問題のあるケース

・親が世間に知られたくなくて妊婦を自宅軟禁状態
にしているケース 未受診のまま不安を抱えている



３．事業実施によって得られた成果

４．活動を通じて明らかになった新たな課題と対応案

・若者たちが妊娠SOSの窓口に早くたどり着けるように、インスタグラム

の活用

・複数の相談ツールを利用しているので、相談内容を相談員が共有する

ためのシステムが必要。そのためにキントーンの導入をおこなったが、

まだ十分に使いこなせていないため、活用できるようになる

・他団体視察や他機関との交流会をし、情報交換できたことで連携できる

機関が増えた

・コンサルで、困難な事例の相談や、対応について学ぶ機会を得ることが

できて、相談員の資質の向上につながった





-

あなたのそばに助産師はいます

https://gunma-ninshin-sos.com/ぐんま妊娠SOS
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